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シンチレーション検出器は医療、セキュリティ、資源探査、高エネルギー物理学などに広く利

用されており、特に近年では中性子計測用のシンチレータ開発が盛んである。中性子計測用のシ

ンチレータは 6Li もしくは 10B を含有しているものが多く、例えば前者の場合は 6Li(n, )3H 反

応に基づいて中性子を荷電粒子に変換し、計測を行っている。そのため実際にシンチレーション

を引き起こしているのは荷電粒子であり、物理的な素過程における LET 効果の理解も、高効率

なシンチレータを開発するうえでは重要である。こういった中性子用シンチレータとしては、国

産の LiCaAlF6 が開発されており [1-2]、トクヤマ社より供給されている。本研究では、特に Ce を

添加した LiCaAlF6シンチレータの LET 効果を調査することが目的である。 

単結晶サンプルはトクヤマ社において、チョクラルスキー法により育成された。低 LET 時に

おけるシンチレーション特性 (X 線励起発光スペクトル、蛍光減衰時定数) は奈良先端にて測定し

た。高 LET 時の発光挙動の計測は、原研高崎の TIARA を用いて行った [3]。照射核種は、20 MeV 

H+、50 MeV He2+、220 MeV C5+である。本研究においては、特にこれらの蛍光減衰時間特性解析

を主に行った。 

上記のような計測を行ったところ、幾つかの LET に依存した特徴を発見した。低 LET 時にお

いては、高速な発光が検出され、これは高 LET 時には消失した。検出器特性としては既に報告

されているが [4]、これを改めて検証した形となる。また LET の違いにより、シンチレーション

時間プロファイルの立ち上がり、減衰部がそれぞれ異なる事、さらに発光中心として添加してい

る Ce 濃度に依存している事を発見した。本講演ではこれらの結果に関し報告する。 
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